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荷重計（テンションゲージ）芯棒の捻じり防止について

計測キットセット納品時に「土層強度検査棒 計測

キットの使用上の注意点（右図）」を同梱し、荷重計で

載荷し、トルク計を回転させた際に、芯棒が捻じれな

いように荷重計も同じ速度で回転させるよう注意喚

起をしております。この故障が起きると、荷重系の指

示針が飛び、修理には約 1ヶ月、費用として 2万円弱
がかかります。

しかし、その注意書きを見る機会が無かった方がお

使いになることもあり、同梱の注意書きだけでは不十

分と考え、さらに故障防止の工夫を検討しておりまし

た。

最も簡易な解決方法として、異形高ナットの中にφ

8mm の鋼球を挿入し、荷重計の先端が滑りやすくす

ることで、この故障をしにくくすることができること

がわかりましたので、ユーザーの方々にお知らせしま

す。

 鋼球は、左図のように高ナットの中に入れ

るだけです。この鋼球に荷重計の先端が当た

ることにより滑りやすくなり、ロッドが回転

しても芯棒が滑りにくくなります。

模式的な図を次ページに示します。

なお、この鋼球はモノタロウで 10個入りが
429円（税別）で購入でき、非常に安価です。
ユーザー各自で購入していただければと思

いますが、鋼球１つだけだと買いにくいとい

う方は、「鋼球希望」と書き添えて 140円切手
をお送りくだされば、こちらから鋼球１ヶを

送付いたします。

同梱の注意書き




